
氏名：髙橋結依 学校名：広島大学 アイデアタイトル：船舶の安全・確実な解体と、解体に従事する途上国労働者への支援

・寿命を迎えた大型船の多くはバングラデシュなどで解体
・解体は現地の労働者による手作業。毎年多くの負傷事故や死亡事故が発生
・解体時に重油などの物質が海に流出。海洋汚染の原因に
・2025年に船舶解体時の労働者の安全や環境汚染の防止を義務付ける「シップリサイクル
条約」が発効

船舶を安全・確実に解体するための仕組みを構築するとともに、それに伴って得られるキャッシュを元に、
バングラデシュなどの労働者に教育を受ける機会等を提供して、生活水準向上を後押しするアイデアを実現したい。

現状と課題

実現したいアイデア

出典：船の墓場 ～悲しい解体ヤードの現状と今後～ (ship4everyone.com)
https://www.ship4everyone.com/archives/1068

１．実現したいアイデア

２．アイデアの実現方法
（１）解体費用の預託から解体、鉄スクラップの売却まで

＜建造時＞ ＜運用時＞ ＜解体時＞
建造を依頼
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預託金
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解体を依頼

鉄スクラップを売却

売却代金
受取

売却代金の一部
受取
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https://www.ship4everyone.com/archives/1068


２．アイデアの実現方法
（２）バングラデシュ等の労働者の支援

＜例＞
・子どもの教科書を買いたい → 現地の書店に教科書を発注して届ける
・学校で給食を食べられるようにしたい → その学校に直接給食代金を払う など

商品パッケージに認証マークとQR
コードの表示を認める

仕事内容、収入、生活環境、受けたい支援内
容、獲得したいスキル等の情報を登録

支援したい人を選定

商品購入者が選択した労働者に、支援を届ける

顔の見える支援

財団法人

財団法人

（例）チョコレートメーカー

商品購入者

支援されたい労働者一覧

労働者

インターネットサイト

スマートフォン

３．アイデア実現のインパクト

＜造船会社、船主＞
企業イメージの向上、利益の獲得

造船会社 船主

＜バングラデシュ等の労働者＞
手作業による危険な船舶解体

業務の削減

＜バングラデシュ等の労働者＞
労働者の教育レベル向上、生活改善

＜地域社会＞
地域を「海の鉱山都市」に

＜認証付き商品のメーカー等＞
企業イメージ向上、他社商品との差別化

企業

＜地球環境＞
環境負荷の削減
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